
工学研究科修了者のキャリアパスの事例 

建設工学専攻では、社会基盤整備に深く関わる社会環境系および建築系を軸とし、豊か

な社会と快適な環境の形成に向けた教育研究を展開している。一方、電子情報生命工学専

攻では、「電子」「情報」「生命」の各専門分野、およびそれらの有機的連携から創出さ

れる未来型産業の振興に貢献する高度技術者の育成を目指している。具体的な教育研究分

野は、光・画像情報処理、自律移動ロボット、電子・デバイス、計算機応用技術、視覚お

よび生体情報処理、音声および自然言語処理、免疫分子化学、染色体ゲノム工学、グリー

ンテクノロジーなど多岐にわたる。 

本研究科は、各専攻分野で不可欠となる基礎的・応用的な専門知識と技術を修得し、人

間社会と地球の未来を見据える広い視野を持った、創造性豊かな研究者・技術者の育成を

目標としている。特に博士後期課程の修了者に対しては、高度な専門知識を駆使して新た

な研究や技術開発を牽引し、自立した研究者・技術者として学術研究の発展と多様な社会

課題の解決に貢献することを期待している。 

開設以来 30年以上にわたり、本研究科は教育、行政、産業界に対して多くの有為な人材

を輩出してきた。修了生の多くが専門分野と直結した業界へ就職しており、企業等への就

職希望者に対しては、キャリア支援センターと緊密に連携しながら適切な指導および助言

を行う体制を構築している。 

修士課程修了後の進路は、民間企業や各種団体、高等学校教員、技術系公務員など多岐

にわたる。修士（工学）の学位取得後は、博士後期課程への進学のほか、高等学校教諭専

修免許状（工業、ただし建設工学専攻に限る）の取得も可能である。また、社会人学生に

おいては、在学中に修得した高度な能力を活かし、現職におけるさらなる活躍が見込まれ

ている。 

博士後期課程修了後は、博士（工学）の学位を取得し、企業における指導的な立場の研

究者・技術者、大学や高等専門学校の教員、あるいは国や地方自治体の研究機関における

専門家や技術系職員として、多方面で活躍することが期待されている。 


